
2004 年東大理後期□1  

(1) 

条件より、△ 210 PPP は二等辺三角形であり、 3P は 20 PP 上にある。 
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(2) 

0≧k のとき、 21  kk PP は 1kk PP を   回転して大きさを r 倍したものであるから 
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cos2r より 
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(3) 

数列   nn yx , がともに収束するとき、複素数列 nz が収束する。 

このための必要条件は、 0)(  nr 、すなわち 1cos2  r であるから 
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 のとき、 nz が収束するのは明らかである。(証明終) 
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(3)の条件を満たすとき 
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(注) 

2P は第 1象限にあるとした。 (2)で nz の分母を無理に実数化する必要はない。 
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